
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本が大好きです
令和 5年 9月 21日 

     いちごぐみ       

 子どもたちは絵本が大好きです。絵本を読むことで保育者との触れ合いや言葉遊びを楽しんでいます。最近で

は「これ読んでー」と言わんばかりにお気に入りの絵本を自分で選んで持ってくると、保育者の膝にちょこんと

座ってくる姿がとてもかわいいです。 

 絵本は子どもとの親密度が高まり、信頼関係が強くなると言われています。読み聞かせにより愛情を感

じ、自己肯定感も養われます。また喜怒哀楽を感じ心の変化を知ることで感情豊かになり、習慣化するこ

とで集中力が高まる効果もあります。これからも子どもたちの愛情豊かな成長を願いながら、絵本の触れ

合いを通して子どもたちとの信頼関係を深めていきたいと思います。 

お部屋の本棚です。子ども達の

手の届く所に置いているので、

いつでも手に取って楽しむこと

が出来ます。絵本を時々入れ替

えていろんな絵本に触れ合える

ようにしています。 

大人気「だるまさんシリーズ」 
保育者の「だるまさんが」の言葉

に合わせて体を揺らす姿が見ら

れとっても可愛らしいです。「だ

るまさんの」に合わせて自分の

目や髪の毛を触って保育者との

言葉のやりとりを楽しんでいま

す。 

「しましまぐるぐる」 
ヘビのぐるぐるに合わせて、可愛い指をぐ

るぐると線をなぞっています。 

指先が器用になり、上手にページをめくれるようになりました。 

保育者の膝の上でお気に入り

の絵本を読んでもらっていま

す。ゆったりとした心地よい

時間が流れます。 

 

「だーるーまーさーんの」 

「け！」 


